


積分

○

微分



基本は不定積分同様表の活用

前半は
下

上

  　後半は下

上


□定積分の部分積分法

　不定積分の部分積分法の公式から，次の公式が得られる。

　　定積分の部分積分法

　　　　　 



       




        



       

練習２２）　次の定積分を求めよ。

  


  






 
  



  

 


 






 


 
  





積分 


 

 

微分  

 

積分 






 

微分  



  


   


     






  









    


   

 









 







積分 


 

 

微分 






  







 



  

 
















  











 



 







  



















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部分積分を続けて行う解法

研究）定積分 



 

 



  





積分  

 

微分  



 



 







 
   




 



 




   




 





積分  

 

微分  





  




 



  






 
   




   

 

 


 




    




 

と同じ式が現れる。 

  




 



 



   



 



連立方程式を利用する解法 練習１より 



 

　定積分，は，次のように求めることもできる。

 



 
 






 
   




 

 



 

 



 
 






 
   




    



 

不定積分の等式は「定数項の違いを無視すれば

一致する」のいみであるので、不定積分の場合は

積分定数が必要となる。



  

 



 






 



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高次の形は一度に計算できないので

部分積分法で次数を下げよう

研究）定積分 



 

　はまたは正の整数とする。定積分   



  は，次のように求められる。

　 

 として計算
  










  




  









  



  



  



  

 



     







        



    

   



       

    



    



 

      

ウォリスの公式と呼ばれるものの一つ

        

 
 

  

～

イギリスの数学者

無限大記号の「∞」を導入した

  
 



 

 













  
 



 

 









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のときの値は，次のようにも表される

　が自然数のとき

　 



  



 

　　　　　　　　　　           

       






　 



   



  

　　　　　　　　　　        

          


これを用いて，の近似値が求められる。

　　



では，であるから　         

よって

　　 



  



   



  

したがって，が以上の整数のとき

　           

       




           

          


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           

          






変形して

　　　 





   

    


   
    




 






 のとき， 
 








であるから

　 



 
 


   

    


   
    



この等式から，の近似値を計算してみると

　で　 

　で　 

上で得られた式をさらに変形すると

ウォリスの公式と呼ばれるものの一つ

　 



 




 

  
や

 


 
 

  
が得られる（をに代えている）
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